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九
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三
（
明
治
三
十
二
〜
三
十
六
）

年
の
土
地
整
理
事
業
に
よ
っ
て
土
地
が
私
有
地
に
な

り
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
が
納
税
者
と
な
る
前
は
地
割

制
と
い
う
納
税
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
税
は
各

ム
ラ
（
現
在
の
字
）
に
課
さ
れ
て
お
り
、
各
ム
ラ
で
は

納
税
の
た
め
に
、
ム
ラ
の
田
畑
を
住
民
に
割
り
当
て
て

い
ま
し
た
。

　こ
の
割
り
当

て
方
は
ム
ラ
に

よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
、
ま

た
、
同
じ
ム
ラ

で
も
、
時
代
に

よ
っ
て
条
件
が

異
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　土
地
の
割
り

当
て
方
に
は
、

ど
の
よ
う
な
土

地
を
何
年
に
一

度
割
り
当
て
る

か
、
ま
た
割
り
当
て
ら
れ
る
住
民
の
年
齢
、
性
別
な
ど

様
々
な
条
件
が
あ
り
ま
し
た
。
王
府
に
税
を
納
め
る
た

め
、
恩
納
間
切
（
現
在
の
村
）
の
各
ム
ラ
で
は
ど
の
よ

う
に
土
地
を
割
り
当
て
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
い
く

つ
か
の
記
録
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
何
年
ご
と
に
割
り
当
て
て
い
た
の
か
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

　明
治
十
六
年
の
記
録
に
よ
る
と
（
『
沖
縄
県
史
二

一
』
）
、
恩
納
ム
ラ
（
現
在
の
字
恩
納
）
以
外
は
ど
の

ム
ラ
の
こ
と
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
恩
納
間
切
恩

納
村
外
四
ヶ
村
」
は
年
限
を
決
め
ず
、
必
要
な
時
に
村

人
で
検
討
し
、
多
数
の
意
見
に
よ
っ
て
地
割
を
行
っ
た

よ
う
で
す
。

　明
治
十
七
年
の
「
恩
納
間
切
取
調
調
書
（
旧
慣
調
ニ

付
間
切
吏
員
ト
問
答
書
）
」
に
よ
る
と
、
安
富
祖
、
瀬

良
垣
、
谷
茶
、
冨
着
、
前
兼
久
、
真
栄
田
は
十
年
、
恩

納
、
山
田
、
名
嘉
真
、
仲
泊
は
十
五
年
で
割
り
か
え
る

が
、
戸
数
が
増
え
る
場
合
は
年
限
を
早
め
る
こ
と
も
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
限
を
あ
る
程
度
決
め
て
い

ま
す
が
、
十
年
、
十
五
年
の
間
に
状
況
が
変
わ
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

「
各
村
旧
藩
中
執
行
並
内
法
約
束
取
調
書
」
（
明
治
十

九
年
）
に
も
「
百
姓
地
割
換
内
法
は
十
五
年
一
期
と
予

定
す
る
と
い
え
ど
も
戸
口
繁
殖
す
る
時
は
、
年
限
を
縮

め
割
換
を
な
す
。
其
方
法
は
夫
地
頭
・
掟
以
下
人
民
中

吟
味
之
上
、
相
定
め
割
換
配
付
致
候
事
。
」
と
あ
り
ま

す
。　『

恩
納
村
誌
』
に
は
地
割
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
割
り

振
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
う
え
で
重
要
な
記
録
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
前
兼
久
は
四
年
毎
に
割
替
え
が
行
わ

れ
、
男
女
と
も
四
才
か
ら
男
一
に
対
し
て
女
は
半
分
の

配
分
に
な
っ
て
い
た
。
（
略
）
真
栄
田
（
塩
屋
も
一

緒
）
は
五
年
毎
に
仲
泊
は
三
年
毎
、
谷
茶
は
十
年
毎
に

土
地
の
割
替
え
が
あ
っ
た
と
い
う
。
」
と
あ
り
ま
す
。

実
際
に
は
そ
の
時
代
の
事
情
や
、
田
畑
の
広
さ
と
い
っ

た
地
域
の
環
境
な
ど
、
そ
の
時
そ
の
時
の
状
況
に
合
わ

せ
た
対
応
を
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　次
に
割
り
当
て
る
方
法
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ

う
。　名

嘉
真
と
冨
着
は
「
地
割
基
準
値
一
覧
（
明
治
十
六

年
三
月
）
」
と
い
う
資
料
に
よ
る
と
、
年
齢
に
よ
っ
て

割
り
当
て
る
歩
合
を
決
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　そ
の
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
『
琉
球

共
産
村
落
の
研
究
』
に
「
国
頭
地
方
恩
納
間
切
の
一
小

部
分
此
の
法
を
行
ふ
」
と
し
て
、
十
五
歳
か
ら
五
十
歳

ま
で
の
男
性
を
一
、
女
性
は
そ
の
二
分
の
一
、
五
十
一

間
切
時
代
の
納
税

　

―

地
割
制
に
つ
い
て―
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歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
男
女
は
四
分
の
一
と
考
え
て
頭

数
を
出
し
、
こ
の
方
法
で
各
戸
の
頭
数
を
定
め
て
そ
の

数
に
応
じ
て
割
り
付
け
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　「
地
割
基
準
値
一
覧
（
明
治
十
六
年
三
月
）
」
の
中

で
、
年
齢
に
よ
っ
て
割
り
当
て
る
歩
合
を
定
め
て
い
な

か
っ
た
地
域
と
し
て
、
瀬
良
垣
、
谷
茶
、
前
兼
久
、
山

田
、
真
栄
田
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
富
祖

と
仲
泊
は
年
齢
で
は
区
別
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
男
女
に

よ
り
歩
合
を
区
別
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　恩
納
ム
ラ
は
年
齢
に
関
係
な
く
割
り
当
て
て
い
た
そ

う
で
す
。

以
下
の
方
法
の
ど
れ
が
ど

の
村
の
法
か
は
不
明
で
す

が
、
恩
納
間
切
の
地
割
方

法
の
記
録
が
あ
り
ま
す

（
『
沖
縄
県
史
二

一
』
）
。

○
自
十
五
歳
至
六
十
歳

　

男
の
み
に
平
分
す
る
も
の

及
男
女
に
平
分
す
る
も
の

（
中
頭
地
方
与
那
城
間
切

各
村
及
国
頭
地
方
恩
納
間

切
の
一
小
部
分
此
法
を
行

ふ
）

○
自
十
五
歳
至
六
十
歳

　

男
女
共
五
分
地
と
す
る
も

の
（
国
頭
地
方
恩
納
間
切

の
一
小
部
分
此
法
を
行
ふ
）

○
十
五
歳
以
上
男
の
み
地[

一
地
か]

と
す
る
も
の
但
女

の
み
あ
る
家
族
に
は
男
同
様
配
当
す
（
国
頭
地
方
恩
納

間
切
の
一
小
部
分
此
法
を
行
ふ
）

○
五
歳
以
上
の
男
四
分
。
女
二
分
と
す
る
も
の
（
国
頭

地
方
恩
納
間
切
の
一
小
部
分
此
法
を
行
ふ
）

○
十
五
歳
以
上
の
男
五
分
女
二
分
五
厘
と
す
る
も
の

（
国
頭
地
方
恩
納
間
切
の
一
小
部
分
此
法
を
行
ふ
）

○
村
内
男
女
の
惣
数
に
平
分
し
六
人
持
を
一
地
と
す
る

も
の
（
恩
納
間
切
の
一
小
部
分
此
法
を
行
ふ
）

　ま
た
、
屋
取
の
人
々
に
地
割
を
行
っ
て
い
た
の
か
、

こ
れ
も
ム
ラ
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
る
よ
う
で
す
。
明

治
十
七
年
の
「
恩
納
間
切
取
調
調
書
（
旧
慣
調
ニ
付
間

切
吏
員
ト
問
答
書
）
」
に
「
寄
留
人
と
村
人
の
別
如

何
。
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
山
田
村
、
安
富
祖

村
、
瀬
良
垣
村
、
名
嘉
真
村
の
四
ヶ
村
は
、
寄
留
士
族

も
百
姓
と
同
様
百
姓
地
の
割
換
等
、
上
納
物
等
も
異
る

事
な
し
。
」
と
答
え
、
さ
ら
に
「
安
富
祖
村
等
四
ヶ
村

は
百
姓
同
様
地
面
を
分
配
す
と
も
、
其
他
は
皆
地
面
を

所
持
せ
ず
。
但
恩
納
村
は
寄
留
人
壱
人
に
付
、
百
姓
一

人
分
受
取
地
の
半
方
分
位
を
配
与
せ
り
。
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
土
地
整
理
が
行
わ
れ
た
明
治
三
十
二
年
ご

ろ
に
は
、
屋
取
の
人
々
の
人
口
も
さ
ら
に
増
え
ま
し

た
。
最
後
の
地
割
が
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
た
の
か
、

『
恩
納
村
誌
』
に
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
が
あ
り
（
一

四
〇
〜
一
四
四
頁
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ム
ラ
の
対
応
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
幸
喜
）
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